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秋田杉かおる清き流れの米代川 
 
米代川は、秋田・青森・岩手県境にまたがる中岳に
源を発しています。この流域の流れを集め、岩手県
安代町八幡平市を南下し、やがて西に向きを変えて
秋田県へ。花輪盆地、大館盆地、鷹巣盆地を経て、
能代市二ツ井町付近で支川最大の流域面積を持つ阿
仁川や藤琴川などと合流し、能代市の河口部へとな
がれ日本海にそそいでいる。途中の支川を合流させ
ると流域面積4,100km2、流路延長136kmの１級河川。 



流域の区域分け 

米代川には沢山の支流に洪水対策
用のダムが設置されており、その機

能が期待される  



2019.10.12 

インプットデータ 

アメダスデータ 

今回の集中豪雨では、主
としたものは、後半のもの
であるが、支流によっては、
この豪雨の地域と異なっ
た時間にかなりの降雨が
あったものもあり、こうした
時間的に異なる降雨がど
のような形で流量に変化
をもたらすかが注目される。 

米代川が能代市で日本海
に流れ込む辺りでの流れ
の構成を検討するための
入力データ 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

東北地方で、南から北に流れる河川は注意が必要。 



            ダムの機能 
米代川の流域には、沢山の支流ダムが設置されている。その支流が幹流の米代川のどの地点
で合流するかが問題である。阿仁川は、大きな流域をもち、かつまた、比較的下流側で合流して
いるのではここに設置されたダムは非常に重要な意味をもっている。これが洪水対策としてどの
ように機能しているかが問題。 

ダムの仕様 

ダムの運用 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

降雨の当初から100％の貯水が可能 

このダムは森吉ダムの下流に
設置されており、森吉ダムを
溢れたものも貯水できる 



ダムを運用した時の河口辺りでの水量 

能代市落合 



上流での氾濫が無
ければ、河口附近
では流量の変化は
このようになる。 

氾濫は起こらない。 



米代川上流での氾濫の可能性 ・鹿角市辺り  

大湯川合流の下辺り 



ここより上流に、砂
子沢ダム、鹿倉ダム
があり、貯水能力が
確保されており、氾
濫の怖れはない 



米代川中流・大館市 板沢辺り 

高木川合流の下辺り 



この辺りの米代川の川
幅、土手の高さは十分
あり、氾濫の危険性は
ない。 



米代川中流・鷹巣市 

小猿部川合流の下辺り 



この辺りでは、堤
防はそれほど高く
はないが、十分な
川幅が確保されて
いる。このため、
氾濫の危険性は薄
らいでいる。 



米代川下流・能代市 

二ツ井の辺り 



ダムが有効に機
能しているととも
に、十分な土手
の高さが確保さ
れていると思わ
れる。 



河川の構造に関して、 

 ここまでの考察では、氾濫の可能性を考察するうえで、河川敷までの高
さと土手の高さ、並びに、河川敷の広さを基準として考えて来た。河川敷
の広さ、川幅については、Google Mapの航空写真を基礎として来たが、河
川敷までの高さ、土手の高さについては、洪水という、きわめて重要な判
断については、現地を視察する事が不可欠とは言いながら、Google Mapの
現地の写真をもとに、周りの建築物を参考にしてその高さを求めて来た。
しかしながら、氾濫は、その近辺で最も弱い所から発生するはずであるの
で、なかなか正確な判断はできない。 

 そこで、ちなみに、ここでポイントとして指定した地域での水位計の
データがある場合には、その実績を基準にして、河川敷までの高さ、そし
て、土手の高さを推定してみた。 

河川の構造に必要なデータと水位計のデータの関係を次に示す。 



土手の高さ 

河川敷まで
の高さ 

国土交通省の水位計の報告データ 

本手法で採用している河川の構造の基本図 
 Google Map より、河川の幅、河川敷の広さ、
そして、河川敷までの高さ、土手の高さを読み
込んでいる。 

氾濫注意水位と現状水位との差を、 
  河川敷までの高さ、 
氾濫危険水位と氾濫注意水位との差を 
  土手の高さ 
とした 

川幅、河川敷の幅は、Google Mapの
航空写真を参考としている。 



そこで、河口からの距離のほぼ等
しい地点の河川敷の高さ、土手の
高さを用いて検証した。 
 河口辺り ・・・・・・・向能代 
 ポイント 1・・・・・・二ツ井 
 ポイント 4・・・・・・十二所 
鷹巣は，ポイント 2と3の中間であ

り、ここでは、どちらを取るかにより、
合流する支流の扱いがことなるの
で、ここでは省略した。 

 

河口附近 

ポイント 1 

ポイント 4 



ポイント 4 に、十二所の河川敷の高さ、土手の高さを適用 

水位計のデータ使用 

Google  からのデータ 



ポイント 1 に、能代・二ツ井の河川敷の高さ、土手の高さを適用 

総合的な高さは変わらないが、
河川敷の高さが高く、氾濫の危
険性がある。 



河口附近 に、落合・向能代の河川敷の高さ、土手の高さを適用 

水位計のデータ使用 

Google  からのデータ 

河川敷の高さが増し、堤防の高さが低
くなっており、ここでは、氾濫の可能
性がある。 



氾濫警戒警報の発令 

2019.10.13に発令された洪水注意報 

洪水注意報 

能代市の二ツ井地方 
アメダスのデータから氾濫の予測は
出来なかったか? 



• 非常にきめ細かく報告されているアメダスのデータを利用して、是非、氾濫の予測が可
能な技術を確立してほしい。米代川の検証でも分るように、河川の構造の正確な者が是
非とも必要である。国土交通省から、水位計のデータが出されているが、水位の現状を
測定するのは、現実の現象を把握するために極めて需要であるが、これを上手く利用で
きれば、より早く氾濫の予測ができる。 

•  水位の測定点は、報告されているが、その地点の選択がどのようにされたの
か、・・・・。 

•  氾濫の可能性の有る地点、例えば、土手の最も低い場所、河川敷と土手のバラ
ンスが悪い地点、そして、大きな支流の合流して来る地点など、で水位を測定で
きるようにする。 

•  測定できないにしても、その場所の河川の構造をしっかりと把握しておくこと。 

 

• アメダスの測定点の設置場所についても、地形による降雨の仕方に特徴のある場
所、独立性のある場所には、必ずデータが取れるようにして欲しい。とりわけ、
大きな流域を持つ、支流には、必ず測定点を設けてもらいたい。 

 

•                         ( 2020.06.05 ) 

米代川の検証で気付いた点 
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